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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器において、
　端面と該端面に続く他面を有し、該端面に、挿入方向前寄りの位置に電極を有し該電極
を介してアクセスされるカードを挿入するためのスロットが形成された筐体と、
　前記スロットから挿入されたカードの電極に接触する端子を有し、該スロットから離間
した位置に配置され、該スロットから挿入されたカードの、挿入方向前端側の一部を収容
し該端子を介して該カードをアクセスするカードアクセスユニットと、
　前記カードアクセスユニットと重なる位置であって、前記他面側にシールド板が敷かれ
該シールド板上に配置された電子部品とを備え、
　前記シールド板が、前記スロットから挿入されたカードを、前記カードアクセスユニッ
トに前記他面と協同して案内する案内板を兼ねたものであり、
　前記筐体が、前記端面の、前記スロットに重なる位置に、前記電子部品の端面を露出さ
せる電子部品装入口を有し、該電子部品が該電子部品装入口から挿抜されることがある電
子部品であって、
　前記シールド板上に広がり該シールド板に固定された固定部と、前記電子部品装入口寄
りの位置で折り返されて該固定部の上に広がる折返部とを有するシート材を備えたことを
特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記カードアクセスユニットは、前記端子を前記他面に直接に対面させて前記筐体に固
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定され、挿入されてきたカードを該他面と該端子とで挟むものであることを特徴とする請
求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記シールド板が、前記カードアクセスユニットに重なる部分に、該カードアクセスユ
ニットが入り込む開口を有することを特徴とする請求項１又は２記載の電子機器。
【請求項４】
　前記電子部品が、ディスク状の記憶媒体が着脱自在に装填されて装填された記憶媒体を
アクセスする媒体ドライブである請求項１から３のうちいずれか１項記載の電子機器。
【請求項５】
　当該電子機器が、演算処理を行なう演算回路を内蔵し操作に応じた指示を入力するキー
ボードを上面に備えた演算ユニットを備え、前記筐体は該演算ユニットの筐体であること
を特徴とする請求項１から４のうちのいずれか１項記載の電子機器。
【請求項６】
　当該電子機器が、前記演算ユニットに加え、さらに、情報を表示する表示画面を有し該
演算ユニットに開閉自在に連結された表示ユニットを備えたことを特徴とする請求項５記
載の電子機器。
【請求項７】
　前記端面は前記演算ユニットの側面であり、前記他面は前記演算ユニットの底面である
ことを特徴とする請求項５又は６記載の電子機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カード状の可搬型電子部品（例えばＩＣカードやＢ－ＣＡＳカードなど）を
挿入するためのスロットが形成された電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えばノート型パーソナルコンピュータ（以下、ノートＰＣ）に代表されるよう
な電子機器にカード挿入用スロットが設けられていることが多い。このカード挿入用のス
ロットは、例えばＩＣカード挿入用であってそのＩＣカードで個人認証を行なうものであ
ったり、Ｂ－ＣＡＳカード（ＢＳ－Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ　Ｃａｒｄ）を挿入して、そのノートＰＣで地上波デジタル放送を楽しむものであっ
たりなど、様々である。
【０００３】
　このようなカードの、構造上の一例として、スロット挿入方向前寄りの位置に電極を有
しその電極を介してアクセスされる構造のものがある。
【０００４】
　一方、このような構造のカードが挿入されるスロットが設けられた電子機器の内部には
、そのスロットから挿入されてきたカードの電極に接する端子を有し、そのスロットから
挿入されたカードの、挿入方向前端側の一部を収容して、カードの電極に接する端子を介
してカードをアクセスするカードアクセスユニットが配置される。
【０００５】
　このカードアクセスユニットは、挿入されてきたカードの前端側の一部のみを収容する
ものであるため、スロットからは離れた、少し奥まった位置に配置される。このため、ス
ロットから挿入されてきたカードをカードアクセスユニットに案内する案内部材が必要と
なるが、この案内部材を設けると、その分、部品点数が増え、構造が複雑化し、また、そ
の分、電子機器の厚みが増して小型化、薄型化、軽量化の要請に反するおそれがある。
【０００６】
　引用文献１には、情報端末の一面に透視部を形成し挿入されたカード表面の記載事項を
確認できるようにした情報端末が開示されている。
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【０００７】
　しかし、この引用文献１には、スロットから挿入されてきたカードをスロットから離れ
た奥まった位置に配置されたカードアクセスユニットに案内するための有効な構成は示さ
れていない。
【０００８】
　また引用文献２には、メモリカードユニットとＦＤＤユニットを、互いに重ねた状態で
共通のカバー内に組み込んだ構造が示されている。しかし、これも、メモリカードユニッ
トはカード挿入用のスロットに隣接して配置されたものであり、スロットから挿入されて
きたカードをスロットから離れた奥まった位置に配置されたカードアクセスユニットに案
内するための有効な構成は示されていない。
【特許文献１】特開２００４－３０４７３号公報
【特許文献２】特開平８－７６８８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑み、部品点数の増加を抑制して小型化、薄型化を維持しつつ、
スロットから挿入されてきたカードをカードアクセスユニットに有効に案内することがで
きる構造を備えた電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成する本発明の電子機器は、
　端面と該端面に続く他面を有し、端面に、挿入方向前寄りの位置に電極を有しその電極
を介してアクセスされるカードを挿入するためのスロットが形成された筐体と、
　上記スロットから挿入されたカードの電極に接触する端子を有し、そのスロットから離
間した位置に配置され、そのスロットから挿入されたカードの、挿入方向前端側の一部を
収容しその端子を介してカードをアクセスするカードアクセスユニットと、
　上記カードアクセスユニットと重なる位置であって、上記他面側にシールド板が敷かれ
そのシールド板上に配置された電子部品とを備え、
　上記シールド板が、上記スロットから挿入されたカードを、上記カードアクセスユニッ
トに上記他面と協同して案内する案内板を兼ねたものであることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の電子機器は、筐体の端面に形成されたスロットから挿入されてきたカードを、
その筐体のその端面に続く他面と、シールド板上に配置する構造の電子部品の下に敷かれ
るシールド板とにより、その筐体内の、スロットから離間した位置に配置されたカードア
クセスユニットに案内するものであり、この案内のために部品を増やすことなく、カード
を有効に案内することができる。
【００１２】
　ここで、上記カードアクセスユニットは、上記端子を上記他面に直接に対面させて筐体
に固定され、挿入されてきたカードを上記他面と端子とで挟むものであることが好ましい
。
【００１３】
　例えばＢ－ＣＡＳカードが挿入されてアクセスされるカードアクセスユニットの場合、
カードの前端側の一部を四方から覆う構成となっており、仮にそのまま利用すると、カー
ドの電極側の面に対する背面側を覆う板厚の部分だけ余計な厚さとなる。
【００１４】
　本発明は、筐体の面を案内として利用するため、その面をそのまま、カードの背面側を
覆う部材の代わりとして利用することにより、カードアクセスユニットの、カードの背面
側を覆う板材が不要となり、その分、軽量化、薄型化に寄与する。
【００１５】
　また、本発明の電子機器において、上記シールド板が、カードアクセスユニットに重な
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る部分に、そのカードアクセスユニットが入り込む開口を有することが好ましい。
【００１６】
　シールド板に上記の開口を設けると、シールド板の厚み分だけさらに薄型化することが
できる。
【００１７】
　ここで、本発明の電子機器は、上記筐体が、上記端面の、上記スロットに重なる位置に
、上記電子部品の端面を露出させる電子部品装入口を有し、その電子部品がその電子部品
装入口から挿抜されることがある電子部品であって、上記シールド板上に広がりそのシー
ルド板に固定された固定部と、上記電子部品装入口寄りの位置で折り返されてその固定部
の上に広がる折返部とを有するシート材を備えた構造を採用してもよい。この場合に、上
記電子部品は、ディスク状の記憶媒体が着脱自在に装填されて装填された記憶媒体をアク
セスする媒体ドライブであっても良い。
【００１８】
　上記の、固定部と折返部とを有するシート材を配置すると、装抜されることがある電子
部品が配置されていても、それらの固定部と折返部との間にケーブルやその他の薄い部材
を配し、その電子部品とカードアクセスユニットとの干渉を避けることができる。
【００１９】
　また、本発明の電子機器は、演算処理を行なう演算回路を内蔵し操作に応じた指示を入
力するキーボードを上面に備えた演算ユニットを備え、上記筐体はその演算ユニットの筐
体であってもよく、さらには、本発明の電子機器は、上記演算ユニットに加え、さらに、
情報を表示する表示画面を有し演算ユニットに開閉自在に連結された表示ユニットを備え
たものであってもよい。
【００２０】
　また、上記端面を上記演算ユニットの側面とし、上記他面を上記演算ユニットの底面と
してもよい。
【００２１】
　本発明は、ノートＰＣ等に好適に適用することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上の本発明によれば、部品点数の増加を抑制し小型化、薄型化を維持しつつ、挿入さ
れてきたカードをスロットからカードアクセスユニットへと有効に案内することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態について説明する。以下では、本発明の電子機器の一例である
ノートＰＣを取り上げて説明する。
（全体構成）
　図１、図２は、ノートＰＣの外観を示す、それぞれ別の方向から見たときの開状態の斜
視図、図３は、そのノートＰＣの閉状態の斜視図、図４は、このノートＰＣの閉状態の底
面側を見た斜視図である。
【００２４】
　このノートＰＣ１は、本体ユニット１０と表示ユニット２０とで構成されており、表示
ユニット２０は、ヒンジ部３０により、本体ユニット１０上に重畳した閉状態（図３参照
）と本体ユニット１０から開いた開状態（図１、図２参照）との間で開閉自在に連結され
ている。
【００２５】
　本体ユニット１０には、その上面に、操作に応じた指示を入力するキーボード１１や、
操作に応じて後述する表示画面２１上の任意のポイントを指示するポインティングデバイ
スの一種であるトラックパッド１２や、ロック用のフック２２１が入り込む係合穴１３が
配置されている。
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【００２６】
　また、この本体ユニット１０の前面左右に少し斜め上向きに、内蔵スピーカからの音を
外部に出力する放音口１４が形成されている。
【００２７】
　さらに、この本体ユニット１０の右側面には、図１に示すように、外部電源接続用の電
源入力端子１５やその他複数のコネクタ等が配置されており、左側面には、図２に示すよ
うに、ＣＤやＤＶＤ等の媒体が装填されて装填された媒体をドライブするＣＤ／ＤＶＤド
ライブユニット１６の表面があらわれている。また、この左側面のＣＤ／ＤＶＤドライブ
ユニット１６に対し厚み方向に重なる位置には、ここには不図示（後述する）のＢ－ＣＡ
Ｓカード（ＢＳ－Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃａｒｄ）
が挿入されるカードスロットが形成されている。
【００２８】
　また、この本体ユニット１０には、ＣＰＵやその他多数の電子部品が内蔵されており、
プログラムの実行により様々な演算処理が行なわれる。
【００２９】
　また、表示ユニット２０には、その前面に、表示パネルを構成する、情報表示用の表示
画面２１が配置されており、その表示画面２１の周囲が前枠２６で覆われている。また、
この表示ユニット２０の前面の、表示画面２１の上縁よりも上の位置には、前枠２６から
ロック用のフック２２１が突出している。このフック２２１は、この表示ユニット２０を
本体ユニット１０上に閉じたときに本体ユニット１０の上面の係合穴１３に入り込み、表
示ユニット２０が本体ユニット１０から不用意に開かないようにその係合穴１３内で係止
される。
【００３０】
　また、この表示ユニット２０の上端面には、ロック解除用の操作子２２２が配置されて
おり、この操作子２２２を押すとフック２２１がロック解除方向に移動し、図３に示す閉
状態にあるときにこの操作子２２２を押すことによりフック２２１を係合穴１３から外し
、表示ユニット２０を開くことができる。
【００３１】
　また、表示ユニット２０の、表示画面２１の上縁よりも上であって、フック２２１の横
に並ぶ位置には、後述するカメラモジュールのレンズが覗く撮影窓２３が設けられている
。この撮影窓２３は、カメラモジュールが配置される、筐体に設けられた穴の前面が透明
なアクリル板等で覆われた構造を有している。さらに、その撮影窓２３の横には、赤外線
通信用の赤外線受信窓２４が形成されている。
【００３２】
　また、本体ユニット１０の底面には、図４に示すように、後での説明に必要な構成要素
としては、側面のカードスロット１７から挿抜自在に挿入されたＢ－ＣＡＳカード４１を
収容するカード収容部１８、およびハードディスクドライブユニット（以下、ＨＤＤと称
する）が装填されたＨＤＤ収容部を覆う蓋１９が配置されている。
（表示ユニット上部構造）
　図５は、表示ユニット前面の上部中央を拡大して示した図である。
【００３３】
　表示画面２１の上縁よりも上の位置には、ロック用のフック２２１が表示ユニット２０
の前面に突出しており、上端面には、ロック解除用の操作子２２２が突出した状態に備え
られている。また、表示ユニット２０の前面の、フック２２１に隣接した位置に、後述す
るカメラモジュールのレンズが覗く撮影窓２３が形成されている。この撮影窓２３は透明
なアクリル板等で覆われている。さらにその撮影窓２３の横には、赤外線受信窓２４も設
けられている。
【００３４】
　さらに、ここには、表示ユニット２０を構成する前枠をネジ止めしたときのネジ頭を隠
すパッド２５が見えている。
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【００３５】
　図６は、表示画面２１の周囲を覆う前枠を、その内壁面側から見て示した斜視図、図７
は、その前枠２６の内壁面の、上部中央を示す拡大図、図８は、その前枠２６の外壁面の
、上部中央を示す拡大図である。
【００３６】
　この前枠２６は、その中央の開口２６１から表示画面２１を露出させるようにして、表
示ユニット２０（図１、図２参照）の、表示画面２１の周囲の前面を構成する部材である
。
【００３７】
　この前枠の内壁面の上部中央には、フック２２１（図８参照）および操作子２２２のほ
か、さらに、操作子２２２の操作をフック２２１に伝える連結機構部２２３を備えたロッ
クモジュール２２が備えられている。この連結機構部２２３は、操作子２２２への操作を
フック２２１の係合解除への動きとしてフック２２１に伝える役割りを担っている。
【００３８】
　また、このロックモジュール２２の図７における右側（図８では左側となる）には、撮
影窓２３につながる、カメラモジュールのレンズが装入されるレンズ装入穴２６２が形成
されている。
【００３９】
　図９は、前枠の内壁面の上部中央を斜めから見た拡大斜視図である。
【００４０】
　この図９から分かるように、ロックモジュール２２を構成する連結機構部２２３は、後
述する基板に重なる面２２３ａとその面に垂直な面２２３ｂとに広がるようにＬ字形状に
折り曲げられた金属板２２３１で覆われている。
【００４１】
　このＬ字形状の金属板２２３１は、この連結機構部２２３の強度確保と、後述する基板
に搭載された発熱電子部品の冷却の役割りを兼ねている。
【００４２】
　図１０は、表示ユニットの上部中央を、前枠を取り外して示した図である。
【００４３】
　ここには、カメラモジュール２７１が固定され、さらにそのカメラモジュール２７１用
の信号処理回路を構成する多数の電子部品２７２が搭載された基板２７が配置されている
。この基板２７上の信号処理回路はコネクタ２７３を介してこの基板外部と電気的に接続
されている。
【００４４】
　また、この信号処理回路を構成する多数の電子部品２７２のうちの１つの電子部品２７
２ａは、動作中にかなりの発熱を伴う発熱電子部品である。
【００４５】
　ここで、図６に示す前枠２６を取り付けると、カメラモジュール２７１がレンズ装入穴
２６２（図９参照）に挿入されて撮影窓２３（図８参照）からレンズが覗いた状態となり
、また、基板２７の、電子部品２７２が搭載された領域が、ロックモジュール２２の連結
機構部２２３に重なる位置に配置される。このとき、図９に示すＬ字形状の金属板２２３
が、その基板２７上の電子部品２７２に近接してそれらの電子部品２７２を覆うように配
置され、これにより、発熱電子部品２７２ａの放熱を助け、またそれらの電子部品２７２
に対するシールドの役割りを成している。
【００４６】
　ここでは、上記のように、連結機構部２２３と基板２７とが厚み方向に重なる位置に配
置されているため、ロックモジュール２２を構成するフック２２１と撮影窓２３が、表示
ユニット２０の上部中央の互いに近接した位置に配置される。
（カードアクセスユニット）
　図１１は、本体ユニット１０のキーボード１１等の上面の構成部分を取り外して、筐体
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の底面側の内部を示した斜視図である。
【００４７】
　本体ユニット１０を構成する底面側の筐体内にも多数の電子部品が搭載されているが、
ここには、そのうちの１つの電子部品として、ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット５１が搭載
されている。
【００４８】
　図１２は、ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット５１を取り外した部分を示した図である。
【００４９】
　図１１に示すＣＤ／ＤＶＤドライブユニット５１は、本体ユニット１０を構成する筐体
に設けられた電子部品装入口１０１から、ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット装入部５１１に
、装抜自在に装入される電子部品である。一旦装入されたＣＤ／ＤＶＤドライブユニット
５１は通常の使用時に取り外されることはないが、故障時等には、その電子部品装入口１
０１から取り外すことができるようになっている。このＣＤ／ＤＶＤドライブユニット５
１は、電子部品装入口１０１から装入された状態では、そのＣＤ／ＤＶＤドライブユニッ
ト５１がその電子部品装入口１０１の開口を塞ぎそのＣＤ／ＤＶＤドライブユニット５１
の表面が本体ユニット１０の外形を規定する筐体の一部を成す構成となっている。
【００５０】
　ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット装入部５１１には、シールド板１０２が敷かれており、
電子部品装入口１０１から装入されるＣＤ／ＤＶＤドライブユニット５１は、このシール
ド板１０２の上に配置される。
【００５１】
　また、このシールド板１０２の上には、絶縁性のシート１０３が敷かれており、粘着テ
ープ１０４で貼着されている。
【００５２】
　図１３は、粘着テープ１０４を剥がしてシート１０３を広げた状態の、ＣＤ／ＤＶＤド
ライブユニット装入部５１１を示した図である。
【００５３】
　シールド板１０２には、開口１０２ａが形成されており、この開口１０２ａに入り込ん
だ位置に、カードアクセスユニット５２が配置されている。
【００５４】
　また、ここには、シールド板１０１の上を通って２枚の回路基板をつなぐフラットケー
ブル５３が延びている。
【００５５】
　シート１０３は、シールド板１０２に固定された固定部１０３ａと、電子部品装入口１
０１寄りの位置で折り返されて固定部１０３ａの上に広がる折返部１０３ｂとを有し、折
返部１０３ｂを折り返すと（図１２参照）、フラットケーブル５３はシート１０３の固定
部１０３ａと折返部１０３ｂとに挟まれた状態となり、また、シールド板１０２の開口１
０２ａおよびカードアクセスユニット５２は折返部１０３ｂで覆われた状態となる。した
がってＣＤ／ＤＶＤドライブユニット５１は、装入時および取外し時に、シールド板１０
２の開口部１０２ａの縁や、カードアクセスユニット５２や、フラットケーブル５３に引
っ掛って傷をつけたり断線させたりすることなく、スムーズに装入あるいは取外しを行な
うことができる。
【００５６】
　図１４は、本体ユニット１０の底面の一部の拡大図である。
【００５７】
　ここには、図４にも示すように、本体ユニット１０の筐体の一端面に形成されたカード
スロット１７から挿抜自在に挿入されたＢ－ＣＡＳカード４１を筐体内側に収容するカー
ド収容部１８が形成されている。
【００５８】
　図１５は、本体ユニットを構成する底面側筐体の、Ｂ－ＣＡＳカードが挿入されるカー
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ドスロットの部分を底面方向から斜めに見た部分斜視図である。
【００５９】
　この図１５に示すように、このカードスロット１７は、ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット
５１が装入される電子部品装入口１０１（図１２を合わせて参照）に対し、本体ユニット
１０の厚み方向に重なった位置に形成されており、カード収容部１８は、ＣＤ／ＤＶＤド
ライブユニット５１が装入されるＣＤ／ＤＶＤドライブユニット装入部５１１と重なった
位置に形成されている。
【００６０】
　図１６は、カードドライブユニットの接点が配置された側の面（ここでは、この面を内
面と称する）を示す図である。
【００６１】
　ここには、複数の接点５２１が備えられている。カードスロット１７から挿入されるＢ
－ＣＡＳカード４１には、そのＢ－ＣＡＳカード４１の挿入方向前端側の、これらの接点
５２１に対応する箇所に電極（図示せず）が形成されており、カードスロット１７から挿
入されたＢ－ＣＡＳカード４１はその前端縁が位置決め用の壁５２２に当接して止まり、
その状態で接点５２１がＢ－ＣＡＳカード４１の電極に接触し、Ｂ－ＣＡＳカード４１は
、このカードドライブユニット５２により、接点５２１を介してアクセスされる。
【００６２】
　図１３に示すシールド板１０２の開口１０２ａにはこのカードドライブユニット５２の
、図１６に示す内面の裏側の背面が入り込んでいる。この図１３から分かるように、この
カードドライブユニット５２は、本体ユニット１０の筐体内の、カードスロット１７から
離れた少し奥まった位置に固定されており、カードスロット１７から挿入されてきたＢ－
ＣＡＳカード４１は、その先端部分のみがカードドライブユニット５２と重なる位置まで
挿入される。
【００６３】
　ここで、カードドライブユニット５２は、カードスロット１７から離れた、奥まった位
置に備えられているため、カードスロット１７から挿入されてきたＢ－ＣＡＳカード４１
をカードドライブユニット５２に向けて正しく案内する必要があるが、ここでは、ＣＤ／
ＤＶＤドライブ５１の下に敷かれるシールド板１０２がカード案内用に段差が形成されて
おり、カードスロット１７から挿入されてきたＢ－ＣＡＳカード４１は、そのシールド板
１０２と、本体ユニット１０の底面側の筐体のカード収容部１８の内壁とにより、カード
ドライブユニット５２にまで正しく案内される。ここでは、このように、案内のための余
計な部品を配置することなく、もともと必要なシールド板１０２を案内板として用いて、
そのシールド板１０２と、筐体とにより案内するため、部品点数の増大による大型化やコ
ストアップを伴わずに案内機能を実現している。
【００６４】
　また、カードドライブユニット５２は、図１６に示す内面が本体ユニット１０の底面側
筐体内面に直接に対面するように配置されている。通常、このようなカードドライブユニ
ット５２は、図１６に示す内面と協同してＢ－ＣＡＳカード４１を取り巻くように、この
内面に対面するもう１枚の板部材が備えられているが、ここでは、そのような板部材は不
要であって、カードドライブユニット５２に挿入されてきたＢ－ＣＡＳカード４１は、カ
ードドライブユニット５２の、図１６に示す内面と、筐体の内壁面とに取り囲まれること
になる。したがって、ここでは、そのような板部材が不要である分、薄型化に寄与する。
【００６５】
　さらに、図１３に示すように、シールド板１０２には開口１０２ａが形成されており、
カードドライブユニット５２はその背面側がその開口１０２ａに入り込んだ状態に配置さ
れている。
【００６６】
　したがって、ここでは、そのシールド板１０２の厚み分についても薄形化が図られてい
る。
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【００６７】
　なお、上記実施形態では、積層関係が上からＣＤ／ＤＶＤドライブ、シールド板、カー
ドスロットユニット、本体ユニットの筐体底面であるため、本体ユニットの筐体底面と協
同する構造例を示したが、例えばこの実施形態とは天地逆の積層関係をとり、本体ユニッ
トの筐体上面付近にカードスロットユニットが設けられるような構造の場合は、本体ユニ
ットの筐体上面と協同するようにすればいいことは言うまでもない。
（スピーカ）
　図１７は、本体ユニット１０の筐体の内部に構成されたスピーカ保持部の斜視図である
。
【００６８】
　このスピーカ保持部１４０は、図１～図３に示す、内蔵スピーカからの音を外部に出力
する放音口１４の内側に設けられている。放音口１４は、本体ユニット１０の前面の左右
に１つずつ、合計２つ設けられており、スピーカ保持部１４０も２つの放音口１４のそれ
ぞれに対応して設けられているが、左右のスピーカ保持部はほぼ同じ構造を有しており、
この図１７ではそのうちの一方のみを示している。
【００６９】
　このスピーカ保持部１４０には、スピーカの両側面をそれぞれガイドする一対の側面ガ
イド１４１ａ，１４１ｂと、スピーカの下面が置かれる台座１４２と、スピーカの背面を
支える背凭れ１４３を有する。
【００７０】
　図１８は、スピーカとそのスピーカに固定されたクッション材を示す、スピーカの振動
面を斜め上から見た斜視図、図１９は、スピーカとクッション材を、振動面とは裏側の背
面側から見た斜視図、図２０は、スピーカとクッション材を、背面側であって図１９とは
別の方向から見た斜視図、図２１は第１のクッション材の斜視図である。
【００７１】
　図１８に示すように、このスピーカ５５の振動面５５１は、長円形のものであるが、こ
の振動面５５１側の、振動面５５１のその周囲を含む面は全体として長方形を有している
。
【００７２】
　この長方形のスピーカ５５の左右の両側面には、図２１に示す形状の第１のクッション
材５６が配置され、スピーカ５５の下面には第２のクッション材５７が配置され、スピー
カ５５の背面には第３のクッション材５８が配置されている。
【００７３】
　ここで、図２１に示す、スピーカ５５の左右の両側面に配置される第１のクッション材
５６は、スピーカ５５の左右の側面それぞれに配置される一対の固定部５６１がスピーカ
５５の上面を通って接続された１つの部品で構成されている。これにより、左右の固定部
５６１を別々の部品とする場合と比べ、部品点数の削減とコストの低減化が図られている
。
【００７４】
　この第１のクッション材５６の左右の固定部５６１には、スピーカ５５の左右の側面が
それぞれ嵌入する嵌入部５６２が形成されており、スピーカ５５の左右の側面が左右の嵌
入部５６２に嵌入することにより、この第１のクッション材５６がスピーカ５５に取り付
けられる。
【００７５】
　ここで、この第１のクッション材５６は硬質ゴム等の比較的硬い材料で形成されており
、したがって、この第１のクッション材５６は、スピーカ５５の側面を嵌入部５６２に嵌
入するだけでスピーカ５５に固定される。
【００７６】
　また、図１７に示す、筐体に設けられたスピーカ保持部１４０の側面ガイド１４１ａ，
１４１ｂは、第１のクッション材５６を取り付けた状態のスピーカ５５の側面をガイドす
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るものであり、第１のクッション材５６は、この第１のクッション材５６を取り付けた状
態のスピーカ５５を側面ガイド１４１ａ，１４１ｂに差し込んだときにスピーカ５５の振
動面５５１が放音口１４の向きに合うように、スピーカ５５を少し上向きの状態で保持す
る構造となっている。このように、この第１のクッション材５６は、硬質の材料で形成さ
れており、スピーカ５５の姿勢の保持の役割りも担っている。
【００７７】
　また、スピーカ５５の下面に配置された第２のクッション材５７は、第１のクッション
材５６よりも軟質の材料で形成されている。このため第１のクッション材５６のように、
スピーカ５５の下面に嵌入させて固定するという固定方法を採用することはできず、この
第２のクッション材５７は、スピーカ５５の下面に貼着により固定されている。またこの
第２のクッション材５７は、スピーカ保持部１４０の台座１４２側の面にも粘着層を有し
、このスピーカ５５をスピーカ保持部１４０に配置すると台座１４２にも貼着される。こ
のため、組立時に、スピーカ保持部１４０に一旦配置したスピーカ５５の抜け落ちが防止
され、抜け落ちたスピーカ５５を再配置する手間の削減や組立不良等の発生の防止が図ら
れている。
【００７８】
　また、スピーカ５５の背面に配置された第３のクッション材５８も、第１のクッション
材５６と比べ軟質の材料で形成されており、スピーカ５５の背面に貼着されている。
【００７９】
　ここでは、上記のように、スピーカ５５の下面と背面に軟質のクッション材５７，５８
が配置され、その状態でスピーカ保持部１４０に配置されており、スピーカ１４０の振動
が本体ユニット１０の筐体に伝わることが大きく低減されている。このため、このスピー
カ１４０を大音量で鳴らしても、本体ユニット１０の筐体内に備えられている、振動を嫌
うハードディスクドライブ（ＨＤＤ）ユニット等の電子部品への影響が抑えられる。
（ハードディスクドライブユニットの取付け構造）
　図２２は、本体ユニット底面に開口した、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）ユニット
が装入されるＨＤＤ装入部１５０を示した図である。
【００８０】
　この図２２は、図４に示す本体ユニット１０の底面に開口を有し抉られた形状を有する
ＨＤＤ装入部１５０を覆う蓋１９を取り外した状態のものである。
【００８１】
　ここには、ＨＤＤユニット６０が配置されている。このＨＤＤユニット６０は、ＨＤＤ
本体６１と、そのＨＤＤ本体６１を本体ユニット１０の筐体に取り付けるための取付金具
６２とからなる。このＨＤＤユニット６０は、取付金具６２に設けられた穴６２１ａを利
用して筐体にネジ止めされるが、この図２２では、これらの穴６２１ａのネジを既に取り
外した状態が示されている。
【００８２】
　図２３は、ＨＤＤユニットをＨＤＤ本体と取付金具とに分解した状態を示した斜視図、
図２４は、取付金具の内面を示した平面図である。
【００８３】
　この図２３には、ＨＤＤ本体６１の下面６１５と、取付金具６２の基部の内面６２２ａ
があらわれるように示されている。
【００８４】
　このＨＤＤ本体６１は、前端面６１１と、後端面６１２と、左右の両側面６１３と、こ
れら前端面６１１、後端面６１２、両側面６１３で区画された上面６１４（図２３では下
向き）と下面６１５（図２３では上向き）とを有する、偏平な直方体形状の電子部品であ
る。ここで、前端面６１１には、図２７に示すように、コネクタ６１１ａが備えられてい
る。
【００８５】
　ＨＤＤ本体６１は、その上面６１４が取付金具６２の基部の内面６２２ａと対面するよ
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うに取付金具６２に配置される。このとき、ＨＤＤ本体６１の上面６１４が取付金具６２
の内面６２２ａに直接に当たらないように、取付金具６２の内面６２２にクッション材６
３１が配置されている。ここで、このクッション材６３１は、取付金具６２の内面６２２
ａであって、ＨＤＤ本体６１の上面６１４の、後端面側に寄った部分が接する位置に配置
されているが、ＨＤＤ本体６１の前端面側は、取付金具６２のネジ挿通孔６２７とＨＤＤ
本体６１のネジ穴６１６を使って、ＨＤＤ本体６１の上面６１４の前端面６１１寄りの部
分も取付金具６２の内面６２２ａに直接には接しないように、取付金具６２がＨＤＤ本体
６１にネジ止めされる。
【００８６】
　また、側面に関しても、取付金具６２には、ＨＤＤ本体６１の両側面６１３の後端面６
１２寄りの位置に接するクッション材６３２が配置されている。ＨＤＤ本体６１の側面６
１３の前端面６１２寄りの位置には、取付金具６２がネジ止めされるため、クッション材
は配置されていない。
【００８７】
　また、取付金具６１の、クッション材６３２に対し取付金具６１を間に挟んだ外側にも
クッション材６３３が配置されている。この外側のクッション材６３３は、この取付金具
６２をＨＤＤ本体６１に取り付けた状態のＨＤＤユニット６０をＨＤＤ装入部１５０（図
２２参照）に装入したときの、そのＨＤＤ装入部１５０の内壁との間に配置される。
【００８８】
　図２５、図２６は、取付金具がＨＤＤ本体に取り付けられた状態の、前端面をそれぞれ
右、左にして各一方の側面を見た状態の斜視図、図２７は、取付金具がＨＤＤ本体に取り
付けられた状態の、全体の構造を概括できる角度から見た斜視図である。
【００８９】
　この取付金具６２は、板金加工により形成されたものであり、ＨＤＤ本体６１の上面６
１４を覆うように広がる基部６２２と、その基部６２２から、ＨＤＤ本体６１の両側面６
１３それぞれに沿うように折れ曲がって両側面６１３それぞれに沿って広がる左右一対の
側面支持部６２３とを有し、左右一対の側面支持部６２３は、いずれも、前端側側面支持
部６２３ａと後端側側面支持部６２３ｂとに分かれている。
【００９０】
　これらのうちの前端面側側面支持部６２３ａは、基部６２２に繋がり、その基部６２２
からＨＤＤ本体６１の側面６１３に沿うように折れ曲がった折曲部６２３＿１ａと、基部
６２２からは分離され折曲部６２３＿１ａに繋ってＨＤＤ本体６１の側面６１３に沿って
前端面６１１側に延在し、ＨＤＤ本体６１の前端面６１１との角部にまで延び、さらに前
端面６１１側に折れ曲がって前端面６１１の端部を覆う腕部６２３＿２ａとを有する。ネ
ジ止め用のネジ挿通孔６２７（図２３参照）は、この腕部６２３＿２ａに設けられ、その
腕部６２３＿２ａがネジ部材４２でＨＤＤ本体６１に固定されている。
【００９１】
　また後端面側側面支持部６２３ｂは、前端面側側面支持部６２３ａよりもＨＤＤ本体６
１の後端面６１２寄りの位置で、前端面側側面支持部６２３ａとは独立に基部６２２に繋
がり、基部６２２からＨＤＤ本体６１の側面６１３に沿うように折れ曲がって側面６１３
に沿って広がっている。この後端面側側面支持部６２３ｂの内面にＨＤＤ本体６１の側面
６１３との間の緩衝作用を成すクッション材６３２が配置されている。
【００９２】
　このように、この取付金具６２は、ＨＤＤ本体６１の後端面側はクッション材６３１，
６３２で支持し、前端面側のみ、左右１ヵ所ずつ合計２箇所でネジ止めされている。従来
は、一例として、ＨＤＤ本体６１の側面６１３の後端面側と前端面側の双方、および左右
の双方の合計４箇所でネジ止めされているが、ここでは、前端面側の２箇所のみでネジ止
めされ、後端面側はクッション材６３１，６３２で受けているため、ＨＤＤ本体６１と外
部との振動の伝達が有効に抑えられる。さらに、ここでは、ネジ止めは、前端面側側面支
持部６２３ａの腕部６２３＿２ａで行なわれており、この腕部６２３＿２ａによっても振
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動が吸収される構造となっている。
【００９３】
　なお、この取付金具６２は異なる厚みサイズのＨＤＤ本体に共用可能に形成されている
。上記クッション材６３１は粘着シートにて取付金具６２に接着する構成をとっており、
搭載されるＨＤＤ本体の厚みに応じてクッション材６３１を選択して取付金具６２に搭載
することで、どのようなＨＤＤ本体が選択されてもＨＤＤ本体を水平に維持するよう搭載
可能である。
【００９４】
　この取付金具６２の基部６２２には多数の穴６２２ｂが設けられているが、これらの穴
６２２ｂは、この基部６２２の１つの役割りである磁気シールドを損なわないレベルで軽
量化を図るためのものである。
【００９５】
　さらに、この取付金具６２は、基部６２２に繋がり基部６２２からＨＤＤ本体６１の後
端面６１２に沿うように折れ曲がり、さらに逆方向に折れ曲がって基部６２２と平行に広
がる鍔部６２４を有する。この鍔部６２４は、この取付金具６２がＨＤＤ本体６１に取り
付けられた状態のＨＤＤユニット６０を、本体ユニット１０の筐体に設けられたＨＤＤ装
入部１５０（図２２参照）に固定するためのものであり、前述したネジ挿通孔６２１ａが
設られている。
【００９６】
　図２２に示すように、ＨＤＤ装入部１５０の前端にはコネクタ１５１が備えられており
、ＨＤＤユニット６０をＨＤＤ装入部１５０に装入するにあたっては、ＨＤＤ本体６１の
下面６１５がＨＤＤ装入部１５０の底面側を向くようにして、ＨＤＤ本体６１前端面６１
１のコネクタ６１１ａ（図２７参照）がＨＤＤ装入部１５０の前端のコネクタ１５１に嵌
め込まれ、取付金具６２の鍔部６２４に設けられているネジ挿通孔６１２ａが利用されて
ネジ部材で本体ユニット１０の筐体に固定される。
【００９７】
　図２８は、ＨＤＤユニットを取り外した状態のＨＤＤ装入部を示した図、図２９は、そ
のＨＤＤ装入部の一部の拡大斜視図である。
【００９８】
　このＨＤＤ装入部１５０は、本体ユニットの底面に開口を有し、内部が抉られた形状を
有する。このＨＤＤ装入部１５０の前端にはＨＤＤユニット６０のコネクタ６１１ａ（図
２７参照）と組み合うコネクタ１５１が備えられている。
【００９９】
　また、このＨＤＤ装入部１５０の底面には、４箇所に位置決めリブ１５２のペアが形成
されており、ＨＤＤユニット６０は、ＨＤＤ装入部１５０に装入されたときに、取付金具
６２の側面がこの位置決めリブ１５２により位置規制される。位置決めリブ１５２の各ペ
アに挟まれた位置には、合計４つのクッション材６３４が配置されている。このクッショ
ン材６３４は、図２９に示すように、位置決めリブ１５２の、ＨＤＤ本体６１の下面６１
５と向き合う部分よりも嵩高であり、したがってＨＤＤ本体６１は、ＨＤＤ装入部１５０
に、ＨＤＤ本体６１の下面６１５がそれら４つのクッション材６３４の上に乗った状態に
装入される。ＨＤＤユニット６０とＨＤＤ装入部１５０の側面との間には、取付金具６２
の後端面側側面支持部６２３の外壁に固定されたクッション材６３３が配置される。
【０１００】
　また、ＨＤＤ装入部１５０の後端縁にはこのＨＤＤ装入部１５０にＨＤＤユニット６０
が装入されたときに、そのＨＤＤユニット６０を構成する取付金具６２の鍔部６２４のネ
ジ挿通孔６２１ａを連通する位置に２つのネジ穴１５３が形成されており、これらのネジ
挿通孔６２１ａとネジ穴１５３とにより、ＨＤＤユニット６０が本体ユニット１０の筐体
にネジ部材で固定される。
【０１０１】
　ここで、前述したように、取付金具６２はＨＤＤ本体６１の左右の側面の、前端面寄り
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の位置で左右それぞれ１箇所ずつ、合計２箇所のみでネジで固定され、ＨＤＤ本体６１の
後端面側は、クッション材６３１，６３２を介して取付金具６２に支えられている。この
ためＨＤＤ本体６１は取付金具６２に対し振動の許容度が大きい。このＨＤＤ本体６１は
その内部で記憶媒体であるハードディスク（ＨＤ）が回転しその回転するＨＤ上をヘッド
が移動してアクセスするという、機械的振動部を有し、自分でも振動を発生するとともに
、外部から振動を受けると誤動作し易い。ここでは、上記の構造により取付金具６２に対
するＨＤＤ本体６１の振動の許容度を高めているため、振動の伝達が大幅に抑えられる。
さらに、ＨＤＤユニット６０とＨＤＤ装入部１５０との間にも、ＨＤＤ装入部１５０の底
面の４つのクッション材６３４とＨＤＤユニット６０の左右側面の後端側の２つのクッシ
ョン材６３３とが配置され、振動の許容度が高められている。
【０１０２】
　したがって、この構成によれば、本体ユニット１０の筐体とＨＤＤ本体６１との間で機
械的な振動が伝わり難く、外部からの衝撃や振動によるＨＤＤ本体６１の誤作動が抑えら
れ、また、ＨＤＤ本体６１の振動の他の部品への悪影響も抑えられる。
（電子部品取付構造）
　図３０は、本体ユニット１０の上面を構成するキーボード１１（図１参照）等を取り外
し、その下に広がるシールド板を示した図である。このシールド板１６０は、板金加工に
より形成されたものである。
【０１０３】
　ここでは、このシールド板１６０を利用した、板状の電子部品７０の取付構造について
説明する。
【０１０４】
　図３１は、図３０のうちの、電子部品７０の部分を示した拡大図、図３２は、図３１と
同じ部分を、電子部品を取り外して、その電子部品が配置される部品配置領域と電子部品
とを並べて示した図である。図３２（Ａ）は、電子部品配置領域の平面図、図３２（Ｂ）
は電子部品の平面図、図３２（Ｃ）は電子部品の正面図である。
【０１０５】
　この電子部品７０は、通信用の回路が組み込まれた電子部品であり、図３２（Ｂ）に示
すように長方形状を有するが、厚み方向には、図３２（Ｃ）に示すように、通信モジュー
ル７３と、その通信モジュール７３に固定され通信モジュール７３よりも広い面積の支持
板７４とで構成されている。支持板７０の４隅には、ネジ止め用の貫通孔７１が形成され
ており、通信モジュール７３からはこの電子部品７０の外部との間の信号伝達を担うケー
ブル７２が延びている。
【０１０６】
　一方、この電子部品７０が配置される部品配置領域１７０には、シールド板１６０に開
口１６１が設けられており、その開口１６１の前端縁１６１ａ（図３１、図３２の右側の
端縁）には、その開口１６１内に張り出した形状の張出片１６２が形成されている。また
、その開口１６１の後端は、シールド板１６０の一部が帯状に延びた帯状部１６３で区切
られその帯状部１６３で開口１６１の後端縁１６１ｂが形成されている。このシールド板
１６０の帯状部１６３は、本体ユニット１０（図１参照）の筐体の底面内壁に立設した３
本のボス１７１により下から支えられている。それら３本のボス１７１のうちの両側のボ
スには、その中央にネジ穴（図示せず）が設けられており、シールド板１６０の帯状部１
６３の、そのネジ穴に重なる部分にネジ挿通孔１６３ａが形成されている。
【０１０７】
　これらのネジ穴およびネジ挿通孔１６３ａは、この部品配置領域１７０に電子部品７０
を配置したとき、その電子部品７０に設けられた４つの貫通孔７１のうちの後端側に設け
られた２つの貫通孔と重なる位置に設けられている。この電子部品７０の前端側の２つの
貫通孔７１は、ここでは利用されない。
【０１０８】
　ここで、上記のように、シールド板１６０には開口１６１に張り出した張出片１６２が
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形成されているが、この張出片１６２は、電子部品７０の上面を支持する役割りを担って
いる。ただし、この張出片１６２が開口１６１内に張り出しているため、この張出片１６
２が邪魔になって電子部品７０を上から配置することはできない。また、その電子部品７
０の前端を張出片１６２の下に潜らせるように横にスライドさせて配置しようとすると、
この電子部品７０は、図３２（Ｃ）に示すように前端部分および後端部分のみ薄く、中央
部分は通信モジュール７３が固定されて厚い形状を有しているため、この通信モジュール
７３がシールド板１６０の帯状部１６３に当たってしまい、横にスライドさせて配置する
のもかなり困難である。そこで、ここでは以下のように工夫されている。
【０１０９】
　図３３は、部品配置領域を斜め上から見た斜視図、図３４は、その部品配置領域の前端
部分の拡大図である。
【０１１０】
　この部品配置領域１７０の前端部分には、張出片１６２の両側に、筐体の底面内壁から
立設した下面案内リブ１７２が設けられており、さらにそれら２つの下面案内リブ１７２
を間に挟む位置に、筐体の底面内壁から立設した側面案内リブ１７３が設けられている。
【０１１１】
　ここで、下面案内リブ１７２の上面は、支持面１７２ａと斜面１７２ｂとから形成され
ており、この斜面１７２ｂを下った位置には当接壁１７２ｃが形成されている。
【０１１２】
　この斜面１７２ｂは、開口１６１の前端縁１６１ａに向かって下方に傾斜した斜面であ
って、その前端縁１６１ａに向かって斜め下向きに差し込まれてきた電子部品７０の前端
側下面を案内するものである。
【０１１３】
　また、支持面１７２ａは、斜面１７１ｂよりも前端縁１６１ａから離れた側に、その斜
面１７２ｂに隣接して形成されており、その斜面１７２ｂに案内されて斜め下向きに差し
込まれてきた電子部品７０の後端側を下げて電子部品７０を水平にしたときの、その電子
部品７０の前端側下面を支持するものである。電子部品７０が、この支持面１７２ａで下
面が支持され、水平に置かれると、張出片１６２により、その電子部品７０の先端側の上
面が支持される。
【０１１４】
　さらに、当接壁１７２ｃは、斜面１７２ｂに案内されて斜め下向きに差し込まれてきた
電子部品７０の先端の当接を受け、その電子部品７０の前後方向の位置決めを行なうため
のものである。
【０１１５】
　ここで、張出片１６２は、先端が斜め上向きに折り曲げられた形状を有しており、この
点も、電子部品７０を斜め下向きに差し込むときの助けになっている。
【０１１６】
　また、側面案内リブ１７３は、開口１６１の前端縁１６１ａに向かって斜め下向きに差
し込まれてきた電子部品７０の先端側の左右両側面を案内するものであり、一対の側面案
内リブ１７３どうしで互いに平行に広がる案内壁１７３ａと、その案内壁１７３ａよりも
、開口１６１の前端縁１６１ａから離れた側に形成された、その前端縁１６１ａから離れ
る方向に向かって互いに開いた導入壁１７３ｂとを有する。
【０１１７】
　案内壁１７３ａは電子部品７０の側面を案内して電子部品７０の左右方向の位置を正し
い位置に規制するものであり、導入壁１７３ｂは、左右方向に多少位置がずれて差し込ま
れてきた電子部品７０の側面を案内して左右方向の位置を修正しながら案内壁１７３ａに
受け渡すものである。
【０１１８】
　図３５は電子部品が部品配置領域に斜めに差し込まれた様子を示した図、図３６は、差
し込んだ電子部品を水平に置いた状態を示した図である。
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【０１１９】
　ここでは、電子部品７０の左右方向については側面案内リブ１７３で位置規制しながら
、下面案内リブ１６２の斜面１６２ｂで斜め下向きに差し込まれてきた電子部品７０を案
内して電子部品７０の先端を立壁１６２ｃに当接させることで前後方向の位置を決め、そ
の後電子部品７０を水平に置くこととにより、電子部品７０の前端側について下面を下面
案内リブ１７２の支持面１７２ａで支持させるとともに上面を張出片１６２で支持させる
。その状態で電子部品７０の後端側の貫通孔７１を使って筐体底面から立設したボスにネ
ジ止めする。
【０１２０】
　このように、ここでは、下面案内リブ１７２を設けて斜め下向きに差し込まれてきた電
子部品７０を案内する構成にしたため、電子部品７０を部品配置領域１７０の正しい位置
に容易に配置することができ、組立性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【０１２１】
【図１】ノートＰＣの外観を示す、開状態の斜視図である。
【図２】ノートＰＣの外観を示す、開状態の斜視図である。
【図３】ノートＰＣの閉状態の斜視図である。
【図４】ノートＰＣの閉状態の底面側を見た斜視図である。
【図５】表示ユニット前面の上部中央を拡大して示した図である。
【図６】表示画面の周囲を覆う前枠を、その内壁面側から見て示した斜視図である。
【図７】前枠の内壁面の、上部中央を示す拡大図である。
【図８】前枠の外壁面の、上部中央を示す拡大図である。
【図９】前枠の内壁面の上部中央を斜めから見た拡大斜視図である。
【図１０】表示ユニットの上部中央を、前枠を取り外して示した図である。
【図１１】本体ユニットのキーボード等の上面の構成部分を取り外して、筐体の底面側の
内部を示した斜視図である。
【図１２】ＣＤ／ＤＶＤドライブユニットを取り外した部分を示した図である。
【図１３】粘着テープを剥がしてシートを広げた状態の、ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット
装入部を示した図である。
【図１４】本体ユニットの底面の一部の拡大図である。
【図１５】本体ユニットを構成する底面側筐体の、Ｂ－ＣＡＳカードが挿入されるカード
スロットの部分を底面方向から斜めに見た部分斜視図である。
【図１６】カードドライブユニットの接点が配置された側の面を示す図である。
【図１７】本体ユニットの筐体の内部に構成されたスピーカ保持部の斜視図である。
【図１８】スピーカとそのスピーカに固定されたクッション材を示す、スピーカの振動面
を斜め上から見た斜視図である。
【図１９】スピーカとクッション材を、振動面とは裏側の背面側から見た斜視図である。
【図２０】スピーカとクッション材を、背面側であって図１９とは別の方向から見た斜視
図である。
【図２１】第１のクッション材の斜視図である。
【図２２】本体ユニット底面に開口した、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）ユニットが
装入されるＨＤＤ装入部１５０を示した図である。
【図２３】ＨＤＤユニットをＨＤＤ本体と取付金具とに分解した状態を示した斜視図であ
る。
【図２４】取付金具の内面を示した平面図である。
【図２５】取付金具がＨＤＤ本体に取り付けられた状態の、前端面を右にして一方の側面
を見た状態の斜視図である。
【図２６】取付金具がＨＤＤ本体に取り付けられた状態の、前端面をそれぞれ左にしても
う一方の側面を見た状態の斜視図である。
【図２７】取付金具がＨＤＤ本体に取り付けられた状態の、全体の構造を概括できる角度
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から見た斜視図である。
【図２８】ＨＤＤユニットを取り外した状態のＨＤＤ装入部を示した図である。
【図２９】ＨＤＤ装入部の一部の拡大斜視図である。
【図３０】本体ユニットの上面を構成するキーボード等を取り外し、その下に広がるシー
ルド板を示した図である。
【図３１】図３０のうちの、電子部品の部分を示した拡大図である。
【図３２】図３１と同じ部分を、電子部品を取り外して、その電子部品が配置される部品
配置領域と電子部品とを並べて示した図である。
【図３３】部品配置領域を斜め上から見た斜視図である。
【図３４】その部品配置領域の前端部分の拡大図である。
【図３５】電子部品が部品配置領域に斜めに差し込まれた様子を示した図である。
【図３６】差し込んだ電子部品を水平に置いた状態を示した図である。
【符号の説明】
【０１２２】
　１　　ノートＰＣ
　１０　　本体ユニット
　１１　　キーボード
　１２　　トラックパッド
　１３　　係合穴
　１４　　放音口
　１５　　電源入力端子
　１６　　ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット
　１７　　カードスロット
　１８　　カード収容部
　１９　　蓋
　２０　　表示ユニット
　２１　　表示画面
　２２　　ロックモジュール
　２３　　撮影窓
　２４　　赤外線受信窓
　２５　　パッド
　２６　　前枠
　２７　　基板
　３０　　ヒンジ部
　４１　　Ｂ－ＣＡＳカード
　４２　　ネジ部材
　５１　　ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット
　５２　　カードアクセスユニット
　５３　　フラットケーブル
　５５　　スピーカ
　５６　　第１のクッション材
　５７　　第２のクッション材
　５８　　第３のクッション材
　６０　　ＨＤＤユニット
　６１　　ＨＤＤ本体
　６２　　取付金具
　７０　　電子部品
　７１　　貫通口
　７２　　ケーブル
　７３　　通信モジュール



(17) JP 5061782 B2 2012.10.31

10

20

30

40

50

　７４　　支持板
　１０１　　電子部品装入口
　１０２　　シールド板
　１０２ａ　　開口
　１０３　　絶縁性のシート
　１０３ａ　　固定部
　１０３ｂ　　折返部
　１０４　　粘着テープ
　１４０　　スピーカ保持部
　１４１ａ，１４１ｂ　　側面ガイド
　１４２　　台座
　１４３　　背凭れ
　１５０　　ＨＤＤ装入部
　１５１　　コネクタ
　１５２　　位置決めリブ
　１５３　　ネジ穴
　１６０　　シールド板
　１６１　　開口
　１６１ａ　　前端縁
　１６１ｂ　　後端縁
　１６２　　張出片
　１６３　　帯状部
　１６３ａ　　ネジ挿通孔
　１７０　　部品配置領域
　１７１　　ボス
　１７２　　下面案内リブ
　１７２ａ　　支持面
　１７２ｂ　　斜面
　１７２ｃ　　当接壁
　１７３　　側面案内リブ
　１７３ａ　　案内壁
　１７３ｂ　　導入壁
　２１６　　開口
　２２１　　ロック用のフック
　２２２　　操作子
　２２３　　連結機構部
　２２３ａ　　基板に重なる面
　２２３ｂ　　垂直な面
　２２３１　　金属板
　２６２　　レンズ装入穴
　２７１　　カメラモジュール
　２７２　　電子部品
　２７２ａ　　発熱電子部品
　２７３　　コネクタ
　５１１　　ＣＤ／ＤＶＤドライブユニット装入部
　５２１　　接点
　５２２　　位置決め用の壁
　５５１　　振動面
　５６１　　固定部
　５６２　　嵌入部



(18) JP 5061782 B2 2012.10.31

10

20

　６１１　　前端面
　６１１ａ　　コネクタ
　６１２　　後端面
　６１２ａ　　ネジ挿通孔
　６１３　　両側面と
　６１４　　上面
　６１５　　下面
　６１６　　ネジ穴
　６２１ａ　　穴　　ネジ挿通孔
　６２２　　基部
　６２２ａ　　内面
　６２２ｂ　　穴
　６２３　　側面支持部
　６２３ａ　　前端側側面支持部
　６２３ｂ　　後端側側面支持部
　６２３＿１ａ　　折曲部
　６２３＿２ａ　　腕部
　６２４　　鍔部
　６２７　　ネジ挿通孔
　６３１，６３２，６３３，６３４　　クッション材

【図１】 【図２】
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